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「75歳以上の医療費窓口負担について原則１割負担の
継続を求める陳情書」を討論

　

こ
れ
か
ら
団
塊
の
世
代
を
迎
え
て
、

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
は
ま
す
ま
す

多
く
な
り
ま
す
。
そ
の
中
で
政
府
は
、

単
身
者
年
収
２
０
０
万
円
以
上
、
複
数

世
帯
年
収
合
計
３
２
０
万
円
以
上
に
対

し
、
後
期
高
齢
者
の
方
々
の
医
療
費
窓

口
負
担
を
２
割
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。
若
い
世
代
の
方
々
で
も

単
身
で
年
収
２
０
０
万
円
以
上
得
る
の

は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
陳
情
書
の

中
に
も
、
高
額
所
得
者
か
ら
の
保
険
料

を
能
力
に
応
じ
た
負
担
と
す
べ
き
と
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
将
来
若
い
世
代
の

方
々
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
も
不
安

に
思
い
ま
す
。
多
古
町
の
後
期
高
齢

者
の
一
人
当
た
り
の
年
間
医
療
費
は

75
万
４
６
３
１
円
で
千
葉
県
54
市
町
村

の
う
ち
49
番
目
、
ま
た
外
来
及
び
調
剤

の
平
均
医
療
費
は
31
万
１
１
６
８
円
で

千
葉
県
で
は
一
番
下
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
皆
様
の
予
防
と
健
診
の
た
ま
も

の
で
、
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
も
後
期
高
齢
者
の
方
々
が
元

気
で
毎
日
を
送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
う
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、

国
は
３
年
間
の
間
は
１
カ
月
の
負
担
額

を
最
大
で
も
３
千
円
に
収
ま
る
措
置
を

導
入
す
る
予
定
と
し
て
お
り
、
後
期
高

齢
者
の
方
々
の
負
担
を
減
ら
す
措
置
を

行
う
予
定
で
す
。
以
上
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
、私
は
陳
情
に
反
対
い
た
し
ま
す
。

若
い
世
代
へ
の
負
担
増
に
不
安

賛成

賛成討論
菅澤 博隆 議員

　

今
議
会
に
提
出
さ
れ
、
総
務
厚
生
常

任
委
員
会
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
、

75
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担
の
継
続

を
求
め
る
陳
情
書
に
賛
成
す
る
立
場
で

討
論
を
い
た
し
ま
す
。

　

政
府
は
２
０
２
０
年
12
月
15
日
の
閣

議
で
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
で
単
身
者

の
場
合
、
年
収
２
０
０
万
円
以
上
、
夫

妻
世
帯
の
年
収
合
計
が
３
２
０
万
円
以

上
の
場
合
、
自
己
負
担
額
を
現
行
の
１

割
か
ら
２
割
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
決

め
ま
し
た
。
高
齢
者
の
所
得
の
８
割
は

公
的
年
金
が
占
め
、
約
７
割
の
世
帯
は

公
的
年
金
の
み
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

そ
の
年
金
も
実
質
６
．
４
％
も
減
ら
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
２
割
負
担
と
な

る
と
、
必
要
な
受
診
も
控
え
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
ま
す
。
現
在
の
高
齢
者
は
、

長
年
に
わ
た
っ
て
重
い
負
担
に
耐
え
、

社
会
保
険
料
や
税
金
を
納
め
て
き
た

方
々
で
す
。
も
と
も
と
、
２
０
０
８
年

に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
導
入
し
た

際
に
は
、
１
割
負
担
で
心
配
な
く
医
療

が
受
け
ら
れ
る
と
売
り
込
ん
で
い
た
内

容
で
す
。
ま
た
、
２
０
１
９
年
６
月
、

全
国
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
協
議

会
は
、
75
歳
以
上
の
窓
口
負
担
の
現
状

維
持
を
求
め
る
要
望
書
を
厚
労
大
臣
に

提
出
し
て
い
ま
す
。以
上
の
理
由
か
ら
、

本
陳
情
に
賛
同
し
、
町
民
の
命
と
健
康

を
守
る
住
民
代
表
の
議
員
の
責
務
と
し

て
そ
の
採
択
を
強
く
求
め
、
討
論
と
い

た
し
ま
す
。

町
民
の
命
を
守
る
た
め
採
択
を

反対

反対討論
橋本 孝之 議員

討論 討論令和３年度予算に対し討論

賛成

賛成討論（後期高齢者医
療特別会計予算を除く）

石渡 悦子 議員

　

コ
ロ
ナ
禍
の
営
業
自
粛
や

厳
し
い
経
済
状
況
下
、
税
の

減
収
分
を
見
込
ん
だ
予
算
編

成
で
す
が
、
一
方
、
成
田
空

港
機
能
強
化
策
を
反
映
し
、

新
規
事
業
が
様
々
盛
り
込
ま

れ
た
増
額
予
算
で
す
。
住
民

生
活
は
厳
し
い
が
、
町
予
算

は
政
策
的
経
費
と
し
て
使
え

る
余
裕
の
あ
る
予
算
と
受
け

と
め
ま
し
た
。
町
の
裁
量
権

で
真
に
住
民
生
活
を
守
る
、

柔
軟
な
予
算
執
行
を
期
待
い

た
し
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
策
、
こ
ど
も

園
給
食
費
の
無
償
化
が
盛
り

込
ま
れ
、
小
・
中
学
校
給
食

費
と
合
わ
せ
所
得
制
限
無
し
、

管
外
委
託
分
も
含
め
た
対
応

は
高
く
評
価
い
た
し
ま
す
。

　

多
古
町
成
田
空
港
東
側
戦

略
構
想
に
基
づ
く
複
合
エ
リ

ア
、
鷹
ノ
巣
・
二
本
松
線
は
、

新
年
度
用
地
測
量
、
不
動
産

鑑
定
等
々
計
上
さ
れ
、
令
和

４
年
度
か
ら
用
地
交
渉
に
入

る
予
定
も
示
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
地
元
五
辻
区
・
飯
笹
区

地
権
者
に
は
情
報
を
密
に
信

頼
関
係
を
築
く
べ
く
丁
寧
な

対
応
を
切
望
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
・
国
保
会
計
に

共
通
す
る
問
題
で
は
、
預
貯

金
等
電
子
照
会
サ
ー
ビ
ス
に

よ
り
、
町
が
住
民
の
預
貯
金

の
状
況
把
握
が
可
能
と
な

り
、
担
税
能
力
の
判
断
・
差

押
え
の
効
率
化
を
図
る
と
表

明
さ
れ
ま
し
た
。
強
権
的
に

な
る
こ
と
で
住
民
の
生
存
権

を
脅
か
す
こ
と
に
な
ら
な
い

か
心
配
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
の
厳
し
い
経
済
状
況

下
、
分
納
相
談
や
減
免
等
制

度
利
用
で
滞
納
者
を
増
や
さ

ず
、
町
民
の
暮
ら
し
を
思
い

や
る
町
づ
く
り
を
求
め
ま

す
。

柔
軟
な
予
算
執
行
を
期
待

賛成

賛成討論
行橋 千春 議員

　

昨
年
か
ら
続
く
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
歳
入
に
お
い
て
町
税

の
減
収
が
見
込
ま
れ
る
中
、

ふ
る
さ
と
寄
附
金
や
成
田
空

港
周
辺
対
策
交
付
金
な
ど
、

大
幅
増
の
予
算
が
組
み
込
ま

れ
、
今
後
に
期
待
で
き
る
予

算
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

歳
出
に
お
い
て
、
７
月
か

ら
の
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

運
行
の
拡
充
で
、
公
共
交
通

の
充
実
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
新
規
の
事
業
で
地
域

お
こ
し
協
力
隊
、
地
域
ブ
ラ

ン
ド
の
作
成
、
観
光
町
づ
く

り
事
業
な
ど
が
計
上
さ
れ
、

い
か
に
多
古
町
が
観
光
に
重

点
を
置
い
て
い
る
か
が
わ
か

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
圏
央
道

の
開
通
、
成
田
空
港
の
機
能

強
化
、そ
し
て
町
道
鷹
ノ
巣
・

二
本
松
線
、
南
玉
造
線
の
改

良
工
事
事
業
な
ど
に
よ
り
、

都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
良
く

な
り
、
多
古
町
が
推
進
す
る

移
住
定
住
の
促
進
に
繋
が
る

こ
と
に
期
待
を
寄
せ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
支
援

策
で
今
回
第
１
子
、
第
２
子

へ
の
10
万
円
の
愛
と
希
望
の

応
援
給
付
金
、
こ
ど
も
園
も

含
め
た
給
食
費
の
実
質
無
償

化
、
18
歳
ま
で
の
医
療
費
無

償
化
な
ど
、
さ
ら
に
子
育
て

に
対
し
て
重
点
が
置
か
れ
た

内
容
で
す
。

　

多
古
中
央
病
院
事
業
で

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
対

応
は
大
変
ご
苦
労
が
お
あ
り

で
し
ょ
う
が
、
西
病
棟
の
介

護
医
療
院
へ
の
転
換
な
ど
、

町
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な

事
業
で
す
。

今
後
に
期
待
で
き
る
予
算

賛成

賛成討論
土井 清司 議員

　

成
田
空
港
周
辺
対
策
交
付

金
は
、
令
和
２
年
度
ま
で

２
億
８
千
万
円
で
あ
り
ま
し

た
が
、
令
和
３
年
度
６
億
円

と
い
う
予
算
を
計
上
で
き
ま

し
た
こ
と
は
成
田
空
港
と
共

生
・
共
栄
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

す
る
多
古
町
に
と
り
ま
し
て

貴
重
な
令
和
３
年
度
予
算
と

な
る
と
思
い
ま
す
。
少
子
高

齢
化
が
ま
す
ま
す
進
む
と
想

定
さ
れ
る
中
、
人
口
を
増
や

し
、
町
を
活
性
化
さ
せ
る
こ

と
が
多
古
町
の
最
大
課
題
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。
古
民
家
民

泊
施
設
も
完
成
し
、
芝
山
町

と
の
空
港
を
見
下
ろ
す
公
園

づ
く
り
も
予
算
化
さ
れ
、
大

変
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
へ
、

現
在
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
、

子
育
て
支
援
策
「
３
つ
の
ゼ

ロ
」。
第
３
子
以
降
出
産
祝

金
１
０
０
万
円
支
給
、
そ
れ

に
該
当
し
な
い
第
１
子
、
第

２
子
に
そ
れ
ぞ
れ
10
万
円
の

出
産
祝
金
を
支
給
す
る
愛
と

希
望
の
応
援
給
付
金
に
令
和

３
年
度
こ
ど
も
園
の
給
食
費

無
償
化
を
加
え
、
充
実
・
万

全
と
し
た
と
こ
ろ
へ
さ
ら
に

地
域
お
こ
し
協
力
隊
２
名
を

配
置
し
た
こ
と
は
全
国
に
子

育
て
に
や
さ
し
い
多
古
町
を

Ｐ
Ｒ
し
、
若
者
の
移
住
・
定

住
を
促
進
さ
せ
た
い
と
い
う

所
町
長
の
意
気
込
み
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
総
体
的
に

暮
ら
し
や
す
い
町
づ
く
り
、

訪
れ
る
町
と
し
て
よ
り
多
く

の
人
々
か
ら
選
ば
れ
る
町
づ

く
り
を
推
進
す
る
予
算
で
あ

る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
令
和
３
年
度
各
会
計

予
算
に
賛
成
し
ま
す
。

万
全
の
子
育
て
支
援
で
移
住
・
定
住
促
進
！


